
三沢駅周辺整備基本構想（素案）に対する意見とそれに対する考え方について 

提出された意見とそれに対する市の考え方は次のとおりです。 

【実施期間：平成25年12月9日（月）～平成26年1月8日（水）、意見提出者：3名10件】      

    

No. 寄せられたご意見 市の対応 

１ 学習スペースを整備するのであれば、必要とする高校生と必要としない高

校生がいると思われるので、待合所とは完全に分離したらどうか。 

 

 三沢駅は駅利用実態調査により、利用者の約 60％が学生であることがわかっており

ます。そのため、駅周辺整備にあたっては、特に学生の利便性向上が必須と認識してお

ります。今後、ご意見を参考にさせていただき、利用者の利便性を最大限に確保できる

よう検討してまいりたいと考えております。 

 

（別紙のとおり、文章修正いたしました。） 

 

 

２  駅利用者の６０％が学生であることから、高校生が主体となりまちづくり

活動のできる場所を整備したらどうか。 

 駅周辺の利用実態の把握をするために行いました「現況把握調査」により、利用者の

約60％が学生であることがわかったことから、駅周辺整備基本構想策定にあたっては、

学生の利用を中心に検討を進めているところであります。 

 ご提案いただいた件につきましては、全国的にも多くの事例があり、青森県内におき

ましても高校生を中心とした団体が、カフェスペースの運営等、地域の活性化を図るた

めの各種活動を行っており、三沢市においても、駅周辺地区のみならず、三沢市全体の

活性化が期待できるものと思います。    

 しかしながら、今後、関係事業者等との調整により、検討地内への整備が困難となる

ことも予想されますので、整備検討地内に限定せず、高校生による地域活性化の実現に

向けて、前向きに検討してまいりたいと考えております。 

 三沢商業高校が製作したスイーツ等のブースを設置したらどうか。 



No. 寄せられたご意見 市の対応 

３  十鉄の駅そばは根強い人気のあるスペースなので、現状の雰囲気の中で飲

食できるようにしていただきたい。 

 

 十鉄の駅そばにつきましては、多くの方々から「現状の雰囲気を残してもらいたい」

というご意見をいただいております。三沢市といたしましても、快適に飲食していただ

けるよう、十和田観光電鉄㈱と調整してまいりたいと考えております。 

 古い時刻表や古い看板を設置するなど、“駅そば”の雰囲気を変えずに残し

ていただきたい。 

 

４ 

 

 駅周辺の寺山修司ゆかりの地が多数あることから、それらを生かした施設

を整備していただきたい。 

 

 三沢駅周辺は、寺山修司のゆかりの地が多く存在するとともに、三沢まつりの発祥の

地でもあることから、三沢市の観光・歴史を語るうえで重要な地区であると認識してお

ります。 

これらをふまえて、目的としている観光情報の発信機能強化にあたり、駅周辺地区の

観光並びに三沢市の歴史を情報発信ができるよう、観光・歴史の案内地図設置も含め、

今後、関係部局と検討してまいりたいと考えております。 

 

 駅周辺は 3 つの神社が集まる、三沢まつり発祥の地であることから、それ

を生かしていただきたい。 

 

 駅正面口と東口に観光地図を製作し、設置していただきたい。 

 

観光客のために、三沢の歴史や観光案内図を常時設置していただきたい。 

 

５  複合施設がにぎわい空間を創出する目的でつくられるのであれば、鉄道だ

けでなく、自家用車で立ち寄る地元客もターゲットとしてとらえ、短時間で

も食事や買い物ができるよう、それなりの規模の駐車場整備が必要ではない

か。 

 

 現在の車社会において、施設に付帯する駐車スペースは必須となっております。しか

しながら、想定している用地内において大規模な駐車スペースを整備することは困難な

状況にあると考えております。 

 今後、関係事業者等との調整を図りながら、可能な限り駐車スペースを設けられるよ

う検討を進めるとともに、駅正面口にある民間の駐車場、東口の市営駐車場等の既存の

駐車場につきましても、これまで以上に駅利用者の利便性が高められるよう調整を図っ

てまいりたいと考えております。 

 

 


